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訳
者
は
し
が
き
〕
　
以
下
に
訳
出
す
る
の
は
、
二
〇
〇
七
年
四
月
一
七
日
に
龍
谷
大
学
法
科
大
学
院
に
お
い
て
行
わ
れ
た
標
記
題
名
の
講
演
で
あ
る
。
講
演
者
の
セ
レ
助
教
授
（
フ
ラ
ン
ス
・
ポ
ー
大
学
法
学
部
／
ブ
ラ
ジ
ル
・
カ
ン
ポ
大
学
法
学
部
）
は
、
行
刑
法
お
よ
び
交
通
刑
法
を
専
門
と
す
る
新
進
の
刑
法
学
者
・
犯
罪
学
者
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
行
刑
の
あ
り
方
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
レ
ヴ
ェ
ル
で
見
て
も
、
高
水
準
と
は
い
え
な
い
、
む
し
ろ
問
題
点
な
い
し
課
題
の
多
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
絶
対
的
な
意
味
で
す
な
わ
ち
何
ら
の
改
善
・
改
革
を
も
必
要
と
し
な
い
と
い
う
意
味
で
「
理
想
的
」
な
行
刑
運
営
と
い
う
も
の
は
あ
り
え
な
い
し
、
む
し
ろ
、
そ
の
時
々
の
行
刑
思
想
、
刑
罰
・
処
遇
理
念
、
人
権
の
発
展
状
況
、
専
門
諸
科
学
の
知
見
な
ど
諸
々
の
諸
基
準
か
ら
見
て
、
そ
の
時
代
ご
と
に
研
鑽
さ
れ
て
い
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
行
刑
も
、
近
時
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
が
な
さ
れ
て
お
り
、
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
が
、
本
講
演
は
、
フ
ラ
ン
ス
刑
事
法
の
新
た
な
情
報
と
し
て
有
益
で
あ
り
、
国
際
的
背
景
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
内
の
諸
事
情
が
、
そ
れ
ら
の
改
革
の
背
景
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
行
刑
決
定
等
に
対
す
る
異
議
申
立
な
ど
手
続
の
整
備
、
裁
判
所
の
関
与
等
、
こ
れ
ら
は
、
わ
が
国
の
行
刑
改
革
の
今
後
に
と
っ
て
も
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
な
お
、
本
講
演
の
開
催
を
快
く
お
引
き
受
け
く
だ
さ
っ
た
龍
谷
大
学
の
刑
事
法
ス
タ
ッ
フ
の
先
生
方
に
は
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
。
こ
れ
ら
の
方
々
の
御
厚
意
が
な
け
れ
ば
、
本
講
演
も
こ
の
翻
訳
も
世
に
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
講
演
当
日
に
、
活
発
な
質
疑
応
答
に
加
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
関
係
者
各
位
に
も
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
＊
　
＊
　
＊
　
　
　
　
一
七
五
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
刑
罰
執
行
法
の
最
近
の
展
開
：
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
お
よ
び
国
際
法
の
影
響
（
岡
上
）
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
セ
レ
著
　
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
刑
罰
執
行
法
の
最
近
の
展
開
：
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
お
よ
び
国
際
法
の
影
響
岡
　
上
　
雅
　
美
　
訳
翻
　
訳
〔
講
演
〕
　
刑
罰
執
行
法
と
は
、
刑
事
判
決
執
行
法
、
行
刑
法
お
よ
び
刑
罰
適
用
法
を
す
べ
て
含
む
総
称
的
な
領
域
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
公
法
と
刑
法
と
が
交
錯
す
る
混
合
的
領
域
で
あ
る
。
　
刑
事
判
決
執
行
法
は
、
検
察
が
刑
罰
を
執
行
さ
せ
る
こ
と
に
関
連
す
る
。
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
〇
七
条
の
適
用
に
よ
り
、
刑
の
執
行
は
、
主
に
検
察
に
委
ね
ら
れ
る
。
　
行
刑
法
は
、
行
刑
施
設
の
運
用
に
関
連
し
、
拘
禁
状
況
、
受
刑
者
の
権
利
義
務
、
受
刑
者
の
懲
戒
制
度
、
受
刑
者
と
外
部
と
の
関
係
等
を
定
め
る
。
　
刑
罰
適
用
法
は
、
す
べ
て
の
刑
罰
お
も
に
自
由
剥
奪
刑
お
よ
び
制
裁
ま
た
は
刑
罰
の
調
整
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
場
合
の
保
全
措
置
の
調
整
の
検
討
に
か
か
わ
る
。
も
ち
ろ
ん
明
ら
か
に
、
こ
れ
は
す
べ
て
の
手
続
お
よ
び
管
轄
規
則
を
も
含
む
。
　
こ
れ
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
は
、
三
つ
の
主
な
法
原
を
含
む
。
も
ち
ろ
ん
第
一
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
と
そ
の
解
釈
機
関
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
条
項
が
直
接
に
被
拘
禁
者
に
関
わ
る
わ
け
で
は
な
い
が
。
次
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
行
刑
規
則
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
〇
〇
六
年
一
月
に
条
文
化
さ
れ
た
ば
か
り
の
こ
の
勧
告
は
、
一
種
の
拘
禁
指
針
で
あ
り
、
拘
束
力
は
な
い
。
む
し
ろ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
行
刑
規
則
は
、
加
盟
国
に
対
し
て
発
想
の
筋
道
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
、「
拷
問
及
び
残
虐
、
非
人
道
的
又
は
品
位
の
な
い
刑
罰
又
は
処
遇
禁
止
」
委
員 
会
―
―C
PT
 
  
の
略
称
の
方
が
有
名
で
あ
る
―
―
の
活
動
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
同
委
員
会
は
、
一
九
八
七
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
評
議
会
に
よ
る
同
一
名
称
の
条
約
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
評
議
会
の
人
権
保
護
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
一
部
分
で
あ
り
、
主
に
予
防
的
役
割
を
保
障
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
の
事
後
的
監
査
と
い
う
司
法
機
構
を
補
充
す
る
。
　
刑
罰
執
行
法
は
、
一
九
九
〇
年
代
ま
で
、
動
き
の
な
い
法
領
域
だ
と
特
徴
づ
け
え
た
も
の
で
あ
り
、
裁
判
所
の
解
釈
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
分
野
は
、
こ
こ
数
年
で
、
ま
っ
た
く
の
大
転
換
が
起
こ
り
、
最
終
段
階
を
な
す
の
が
二
〇
〇
四
年
三
月
九
日
ペ
ル
バ
ン
第
二
法
律
（la   
loi
Perben
II
 
 
   
    
）
で
あ
る
。
刑
罰
執
行
法
の
新
た
な
展
開
は
、
最
近
、
一
方
で
は
行
刑
法
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て （
Ⅰ
）、
他
方
で
は
刑
罰
適
用
法
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て （
Ⅱ
）、
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
影
響
に
関
連
す
る
。
　
Ⅰ
．
行
刑
法
　
Ａ
．
行
刑
上
の
懲
戒
　
刑
務
所
内
の
生
活
は
、
長
い
間
、
外
部
の
視
点
と
く
に
司
法
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
ま
っ
た
く
受
け
ず
に
き
た
。
懲
戒
的
制
裁
の
言
渡
し
を
生
じ
さ
せ
る
違
反
行
為
の
実
体
的
内
容
の
定
義
が
な
く
、
行
刑
史
の
流
れ
に
お
い
て
、
刑
務
所
長
の
権
限
が
過
剰
で
あ
っ
た
こ
と
を
特
徴
と
す
一
七
六
筑
波
法
政
第
四
十
四
号
（
二
〇
〇
八
）
る
。
受
刑
者
は
、
数
多
く
の
義
務
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
の
中
に
そ
し
て
内
部
規
則
に
点
在
す
る
条
文
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
知
識
は
、
必
ず
し
も
受
刑
者
に
行
き
渡
っ
て
い
な
か
っ
た
。 
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
―
―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
行
刑
規
則
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
―
―
の
大
き
な
影
響
の
下
に
、
懲
戒
規
定
は
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
根
本
的
な
変
化
を
遂
げ
た
。 
　
一
九
九
五
年
二
月
一
七
日
の
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
よ
る
著
名
な
マ
リ
判
決
で
、
決
定
的
な
第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
。
そ
の
判
決
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
内
部
的
措
置
の
理 
を
厳
し
く
否
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
内
部
的
措
置
の
理
論
に
よ
り
、
行
政
裁
判
所
裁
判
官
は
申
請
者
に
よ
る
申
立
て
の
審
査
を
回
避
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
ま
さ
に
刑
務
所
と
軍
隊
兵
舎
が
と
く
に
偏
り
の
生
じ
た
領
域
と
な
っ
た
、
と
。
こ
の
判
決
に
お
い
て
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
懲
戒
的
制
裁
―
―
懲
罰
房
で
の
懲
罰
―
―
は
、
非
難
的
措
置
で
あ
り
、
行
政
争
訟
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
判
示
し
た
。
行
政
裁
判
所
判
例
は
、
一
般
的
に
内
部
的
措
置
の
恣
意
的
な
基
礎
を
徐
々
に
少
な
く
す
る
方
向
で
発
展
し
て
き
た
が
、
そ
の
こ
と
が
、
こ
の
判
例
変
更
を
引
き
起
す
一
端
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
明
ら
か
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
魅
力
は
、
十
分
に
定
着
し
た
刑
務
所
の
現
状
に
回
帰
す
る
決
定
に
つ
い
て
中
立
的
で
は
な
い
。
マ
リ
判
決
の
下
で
の
政
府
委 
の
結
論
は
、
疑
い
の
余
地
を
残
し
て
い
な
い
。
そ
の
と
き
、
政
府
委
員
は
（
１
）論
（
２
）員
次
の
よ
う
に
記
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
フ
ラ
ン
ス
の
現
行
規
定
は
、
当
該
条
約
の
諸
規
定
の
い
く
つ
か
、
す
な
わ
ち
第
六
条
お
よ
び
第
一
三
条
に
違
反
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
疑
い
な
い
」。
し
た
が
っ
て
政
府
委
員
の
評
価
に
よ
れ
ば
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
伝
統
的
な
判
例
を
破
毀
し
た
の
は
、「
条
約
に
関
し
、
い
く
つ
か
の
点
に
お
け
る
不
明
確
な
状
況
に
終
止
符
を
打
っ
た
と
い
う
長
所
を
示
す
も
の
で
あ
る
」。
も
っ
と
も
、
マ
リ
判
決
の
多
く
の
評
釈
者
は
、
判
例
の
方
向
転
換
の
原
動
力
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
だ
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
条
約
違
反
の
端
緒
に
彼
ら
は
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
　
マ
リ
判
決
に
続
き
、
第
二
段
階
が
始
ま
っ
た
。
一
九
九
六
年
四
月
二
日
の
デ
ク
レ
は
（
そ
の
後
も
現
行
法
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
修
正
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）、
刑
務
所
に
お
け
る
懲
戒
手
続
の
進
め
方
を
根
本
的
に
改
正
し
た
。
そ
れ
は
、
一
九
八
七
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
行
刑
規
則
に
よ
り
課
さ
れ
た
一
連
の
要
請
に
完
全
に
従
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
確
認
す
る
に
は
、
こ
の
デ
ク
レ
の
適
用
に
関
す
る
一
九
九
六
年
四
月
二
日
の
通
達
の
前
文
を
参
照
す
れ
ば
十
分
だ
ろ
う
。
同
前
文
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
行
刑
規
則
が
着
想
の
端
緒
だ
と
述
べ
て
い
る
。
例
え
ば
第
一
条
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
懲
戒
の
訴
え
は
、
と
く
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
行
刑
規
則
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
評
議
会
の
勧
告
Ｒ
（
八
七
）
三
に
含
ま
れ
る
一
定
の
原
則
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
規
則
は
、
懲
戒
的
違
反
行
為
と
な
る
行
一
七
七
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
刑
罰
執
行
法
の
最
近
の
展
開
：
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
お
よ
び
国
際
法
の
影
響
（
岡
上
）
為
、
科
さ
れ
う
る
制
裁
の
範
囲
と
期
間
、
そ
の
制
裁
を
言
渡
す
管
轄
機
関
、
そ
の
領
域
で
争
訟
を
提
起
す
る
機
関
と
そ
れ
に
つ
い
て
と
ら
れ
る
べ
き
手
続
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
第
三
五
条
）。
　
こ
の
デ
ク
レ
以
来
、
刑
務
所
に
お
け
る
懲
戒
法
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
違
反
行
為
と
懲
戒
的
制
裁
は
、
規
定
の
対
象
と
な
り
、
懲
戒
手
続
自
体
も
改
正
さ
れ
た
。
一
九
九
六
年
の
規
制
は
、
旧
来
の
不
明
確
さ
や
不
安
定
さ
と
際
立
っ
て
対
照
的
で
あ
る
。
　
違
反
行
為
は
、
そ
の
重
さ
の
程
度
が
異
な
る
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
る
。
全
部
で
三
六
の
違
反
行
為
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
九
つ
の
違
反
行
為
類
型
が
、
第
一
級
違
反
行
為
に
含
ま
れ
る 
（
刑
訴
法
第
Ｄ
二
四
九－
一
条
）。
第
二
級
違
反
行
為
は
、
一
四
の
類
型
で
あ
り
（
刑
訴
法
第
Ｄ
二
四
九－
二
条
）、
第
三
級
に
は
一
三
類
型
で
あ
る
（
刑
訴
法
第
Ｄ
二
四
九－
三
条
）。
　
一
九
九
六
年
四
月
二
日
の
通
達
（
第
二
・
一
・ 
一
条
）
に
よ
れ
ば
、
違
反
を
定
め
る
規
定
は
、
三
つ
の
要
求
に
応
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
第
一
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
行
刑
規
則
に
適
合
す
る
こ
と
で
あ
る
（
他
の
二
つ
は
、
違
反
行
為
の
法
定
原
則
の
尊
重
お
よ
び
懲
戒
的
制
裁
の
法
定
原
則
の
尊
重
を
保
障
す
る
こ
と
で
あ
る
）。
　
制
裁
自
体
も
規
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
懲
戒
機
関
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
制
裁
以
外
の
制
裁
を
用
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
懲
戒
機
関
は
、
被
拘
禁
者
か
ら
読
書
、
通
信
ま
た
は
面
会
を
奪
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
処
分
は
、
現
行
の
制
裁
類
型
に
は
入
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
　
二
つ
の
特
徴
が
、
懲
戒
的
制
裁
を
機
能
さ
せ
る
。
第
一
の
特
徴
は
、
集
団
制
裁
の
禁
止
で
あ
る
。
第
二
は
、
行
刑
上
の
懲
戒
を
制
裁
の
個
別
化
原
則
に
服
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
懲
戒
委
員
会
長
は
、
行
為
の
経
緯
の
諸
事
情
を
総
合
し
、
違
反
行
為
者
の
人
格
に
適
合
さ
せ
な
が
ら
、
行
為
の
重
大
さ
に
も
っ
と
も
良
く
均
衡
す
る
と
思
料
す
る
制
裁
を
言
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
次
の
五
つ
の
い
わ
ゆ
る
一
般
的
制
裁
（
行
わ
れ
た
違
反
行
為
の
如
何
を
問
わ
ず
適
用
さ
れ
る
。
警
告
、
報
酬
受
領
の
禁
止
、
売
店
利
用
の
禁
止
、
拘
禁
、
懲
戒
房
へ
の
収
容
）
と
七
つ
の
い
わ
ゆ
る
特
別
の
制
裁
（
す
な
わ
ち
、「
懲
戒
的
違
反
の
事
情
に
応
じ
て
」
刑
訴
法
第
Ｄ
二
五
一－
一
条
に
よ
り
、
主
た
る
制
裁
と
し
て
ま
た
は
一
般
的
制
裁
を
補
充
す
る
も
の
と
し
て
言
渡
す
こ
と
が
で
き
る
）
が
区
別
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
特
別
の
制
裁
は
、
停
職
（
八
日
以
下
）、
仕
事
の
格
下
げ
、
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
余
暇
の
活
動
停
止
（
一
月
以
下
）、
部
屋
の
清
掃
労
働
（
四
〇
時
間
以
下
）、
賠
償
労
働
（
四
〇
時
間
以
下
）、
機
関
の
仲
介
に
よ
り
購
入
ま
た
は
賃
借
さ
れ
た
器
具
す
べ
て
の
剥
奪
（
一
月
以
下
）、
障
壁
装
置
の
な
い
面
会
室
へ
の
接
近
禁
止
（
四
月
以
下
）
で
あ
る
。
　
懲
戒
手
続
は
、
一
九
九
六
年
以
来
、
少
な
く
と
も
外
見
的
に
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
に
よ
り
さ
ら
に
強
固
な
枠
組
が
与
え
ら
れ
た
。
　
懲
戒
手
続
は
、
違
反
行
為
の
遂
行
を
目
撃
し
ま
た
は
そ
れ
に
つ
い
て
情
報
を
得
た
行
刑
官
に
よ
る
違
反
行
為
報
告
書
の
作
成
に
よ
り
開
始
す
一
七
八
筑
波
法
政
第
四
十
四
号
（
二
〇
〇
八
）
る
。
　
施
設
長
（
ま
た
は
委
任
を
受
け
た
管
理
部
の
人
員
）
は
、
訴
え
の
適
不
適
を
判
断
す
る
権
限
を
も
つ
。
そ
の
結
果
、
そ
の
者
が
手
続
不
開
始
を
決
定
す
れ
ば
、
報
告
書
は
関
係
し
た
被
拘
禁
者
の
一
身
書
類
へ
と
整
理
さ
れ
、
あ
る
い
は
そ
の
者
が
手
続
開
始
を
望
め
ば
、
そ
の
場
合
に
調
査
が
開
始
さ
れ
る
。
　
調
査
は
、
行
刑
施
設
長
ま
た
は
施
設
長
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
第
一
看
守
の
権
限
に
属
す
る
。
調
査
は
、
事
実
の
実
体
に
つ
い
て
解
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
で
、
調
査
権
者
は
情
報
を
収
集
し
、
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
く
し
て
、
調
査
権
者
は
関
係
当
事
者
、
そ
し
て
証
人
が
い
れ
ば
証
人
か
ら
事
情
聴
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
調
査
の
後
、
調
査
権
者
は
、
施
設
長
に
報
告
書
を
提
出
し
、
施
設
長
は
、
審
理
の
た
め
に
受
刑
者
を
懲
戒
委
員
会
に
出
頭
さ
せ
る
か
、
不
処
分
と
す
る
か
、
ま
た
は
、
情
報
の
追
加
を
請
求
す
る
か
を
決
定
す
る
の
み
で
あ
る
。
受
刑
者
を
出
頭
さ
せ
る
と
き
は
、
防
禦
準
備
の
た
め
の
法
定
期
間
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｄ
二
五
〇－
二
条
末
尾
に
、
期
間
は
三
時
間
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
二
〇
〇
三
年
五
月
九
日
の
行
刑
機
関
に
関
す
る
通
達
は
、
す
べ
て
の
被
拘
禁
者
に
懲
戒
委
員
会
で
の
防
禦
を
準
備
す
る
た
め
に
四
八
時
間
を
享
受
す
る
権
利
が
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。
　
行
刑
機
関
が
、
と
く
に
秩
序
を
乱
す
懲
戒
対
象
行
為
に
直
面
し
、
早
急
の
対
応
を
要
す
る
と
き
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
に
よ
り
、
懲
戒
房
で
の
拘
禁
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
通
常
、
一
六
歳
未
満
の
者
に
は
適
用
さ
れ
な
い
（
刑
訴
法
第
Ｄ
二
五
〇－
三
条
）。
い
わ
ゆ
る
懲
戒
的
仮
拘
禁
に
あ
た
る
こ
の
権
能
は
、
二
つ
の
要
件
を
尊
重
し
な
が
ら
行
わ
れ
る
。
第
一
の
要
件
は
、
仮
拘
禁
の
決
定
権
者
に
関
わ
る
。
施
設
長
ま
た
は
書
面
に
よ
る
委
任
を
受
け
た
官
吏
の
み
が
、
拘
禁
を
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
の
要
件
は
、
懲
戒
事
件
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た
侵
害
に
依
存
す
る
。
懲
戒
的
拘
禁
が
違
反
行
為
を
終
了
さ
せ
、
か
つ
、
施
設
の
内
部
秩
序
を
維
持
す
る
唯
一
の
方
法
で
あ
る
と
い
う
留
保
の
下
で
、
懲
戒
房
で
の
拘
禁
は
、
第
一
級
と
第
二
級
の
違
反
行
為
に
関
し
て
の
み
利
用
で
き
る
。
　
刑
事
訴
訟
法
典
が
定
め
る
要
件
が
充
足
さ
れ
た
場
合
、
懲
戒
房
で
の
拘
禁
に
は
時
間
の
制
限
が
あ
る
。
事
情
が
何
で
あ
れ
、
拘
禁
は
二
日
を
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
少
し
前
に
懲
戒
的
拘
禁
は
、
内
部
的
措
置
で
あ
る
と
判
示
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
そ
の
期
間
」
や
「
そ
れ
が
一
時
的
か
つ
保
全
的
な
性
格
か
」
に
つ
い
て
、
被
拘
禁
者
の
側
か
ら
は
争
訟
の
対
象
と
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
に
よ
れ
ば
、
拘
禁
措
置
は
懲
戒
的
制
裁
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い 
（C
ons.
d
 
    
  
’
Et.,
12
m
ars
2003,
  
    
  
      
Frérot
      
）。
　
刑
務
所
に
お
け
る
懲
戒
対
象
の
違
反
行
為
に
つ
い
て
判
断
す
る
機
関
は
、
懲
戒
委
員
会 
（
古
く
は
、
裁
判
所prétoire
 
 
 
  
）
で
あ
る
。
懲
戒
委
員
会
は
、
通
常
、
施
設
長
を
委
員
長
と
し
（
刑
訴
法
第
二
五
〇
条
）、
三
人
以
上
の
構
成
員
を
も
つ
。
委
員
会
長
（
施
設
長
ま
た
は
そ
の
委
任
一
七
九
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
刑
罰
執
行
法
の
最
近
の
展
開
：
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
お
よ
び
国
際
法
の
影
響
（
岡
上
）
を
受
け
た
者
）
は
、
二
名
の
看
守
で
あ
る
陪
席
者
に
よ
り
補
佐
さ
れ
る
。
二
名
の
陪
席
者
の
任
命
を
選
ぶ
権
限
は
、
施
設
長
に
属
す
る
。
陪
席
者
は
、〔
議
決
権
の
な
い
〕
発
言
権
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
（
刑
訴
法
第
Ｄ
二
五
〇
条
第
二
項
）。
　
訴
え
ら
れ
た
受
刑
者
は
、
自
身
で
出
頭
し
、
書
面
ま
た
は
口
頭
で
弁
明
す
る
義
務
を
負
う
。
そ
の
者
は
、
当
然
に
証
人
を
呼
ぶ
権
利
を
も
つ
わ
け
で
は
な
い
。
証
人
の
聴
聞
は
、
こ
れ
に
関
し
て
裁
量
権
を
も
つ
懲
戒
委
員
会
長
の
意
思
如
何
に
よ
る
。
行
政
と
市
民
と
の
関
係
に
関
す
る
二
〇
〇
〇
年
四
月
一
二
日
の
法
律
が
施
行
さ
れ
て
以
来
、
今
は
、
受
刑
者
は
、
懲
戒
手
続
の
際
に
弁
護
人
ま
た
は
と
く
に
承
認
さ
れ
た
受
任
者
に
よ
り
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
司
法
的
援
助
に
関
す
る
二
〇
〇
二
年
三
月
一
八
日
の
法
律
以
来
、
弁
護
人
に
よ
る
援
助
を
受
け
る
こ
と
を
選
択
し
た
被
拘
禁
者
は
、
そ
の
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
い
っ
た
ん
制
裁
が
言
渡
さ
れ
る
と
、
そ
れ
に
異
議
申
し
立
て
を
し
よ
う
と
す
る
受
刑
者
は
、
決
定
通
知
の
日
か
ら
一
四
日
以
内
に
行
刑
局
州
局
長
に
先
決
的
な
階
層
的
異
議
申 
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
州
局
長
は
、
懲
戒
委
員
会
長
が
言
渡
し
た
制
裁
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
変
更
し
、
ま
た
は
受
刑
者
が
示
し
た
論
拠
を
認
め
な
い
か
を
回
答
す
る
の
に
一
ヶ
月
の
猶
予
期
間
を
も
つ
。
州
局
長
が
与
え
ら
れ
た
一
ヶ
月
の
期
間
内
に
回
答
し
な
い
場
合
は
、
申
立
人
の
主
張
は
却
下
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
一
九
九
六
年
四
月
二
日
の
デ
ク
レ
に
よ
り
課
さ
れ
た
、
（
３
）立
受
刑
者
が
裁
判
官
に
申
し
立
て
る
前
に
必
要
的
に
踏
む
べ
き
手
段
は
、
先
決
的
行
政
争
訟
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
受
刑
者
は
、（
先
決
的
な
階
層
的
異
議
申
立
を
経
ず
に
）
急
速
審
理
に
よ
り
行
政
裁
判
所
裁
判
官
に
直
接
提
訴
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
は
、
最
近
、
判
例
が
認
め
た
可
能
性
で
あ
る
が
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
厳
格
に
、
懲
戒
的
制
裁
を
無
効
と
す
る
に
は
、
基
本
的
自
由
へ
の
侵
害
が
あ
る
こ
と
を
根
拠
づ
け
る
よ
う
命
じ
た
（C
ons.
d
 
    
  
’
Et.   
10
févr.
2004,
    
        
Soltani
      
）。
　
刑
務
所
に
お
け
る
こ
の
懲
戒
改
革
は
、
当
時
、
プ
ラ
ー
デ
ル
教
授
に
よ
り
的
確
に
も
「
行
刑
法
革
命
」
と
呼
ば
れ
た
。
実
際
に
重
要
な
一
段
階
で
あ
っ
た
。
学
説
は
総
じ
て
、
刑
務
所
に
お
け
る
懲
戒
法
に
よ
り
刑
法
へ
の
明
ら
か
な
接
近
が
達
成
さ
れ
た
こ
と
を
強
調
し
た
。
私
は
、
い
く
つ
か
の
例
し
か
挙
げ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
中
の
第
一
の
例
は
、
刑
法
典
が
設
け
る
重
罪
、
軽
罪
、
違
警
罪
の
区
別
に
倣
っ
た
懲
戒
対
象
違
反
行
為
の
三
分
法
で
あ
る
。
内
容
的
に
も
、
刑
法
と
い
く
つ
か
の
類
似
点
が
存
在
す
る
。
法
文
上
懲
戒
的
違
反
行
為
の
性
格
を
も
つ
態
度
は
、
そ
れ
ら
の
約
半
数
が
刑
法
上
の
犯
罪
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
一
級
違
反
に
つ
い
て
は
す
べ
て
が
、
第
二
級
お
よ
び
第
三
級
違
反
行
為
で
は
数
個
が
犯
罪
で
あ
る
）。
し
か
し
、
接
近
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
と
く
に
刑
法
固
有
の
概
念
の
借
用
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
他
人
を
危
険
に
さ
ら
す
罪
に
匹
敵
す
る
も
の
（
刑
訴
法
第
Ｄ
二
四
九－
一
条
第
八
号
お
よ
び
第
Ｄ
二
四
九－
二
条
第
一
二
号
）、
懲
戒
的
違
反
遂
行
の
教
唆
に
一
八
〇
筑
波
法
政
第
四
十
四
号
（
二
〇
〇
八
）
制
裁
を
加
え
る
可
能
性
に
近
づ
い
た
共
犯
の
概
念
（（
刑
訴
法
第
Ｄ
二
四
九－
一
条
第
九
号
、
第
二
四
九－
二
条
第
一
四
号
）、
訴
追
さ
れ
る
未
遂
が
、
懲
戒
処
罰
の
中
に
も
含
ま
れ
て
い
る
（
刑
訴
法
第
Ｄ
二
四
九－
一
条
第
四
号
お
よ
び
第
六
号
、
第
Ｄ－
二
四
九－
二
条
第
三
号
お
よ
び
第
一
三
号
、
第
Ｄ
二
四
九－
三
条
第
一
二
号
）。
懲
戒
の
領
域
に
意
図
的
で
な
い
違
反
行
為
が
確
立
し
た
こ
と
が
さ
ら
に
一
覧
表
を
補
充
す
る
（
刑
訴
法
第
Ｄ
二
四
九－
二
条
第
一
二
号
）。
　
Ｂ
．
受
刑
者
の
隔
離
　
刑
事
訴
訟
法
典
第
Ｄ
二
八
三－
一
条
は
、
隔
離
の
二
つ
の
場
合
、
す
な
わ
ち
関
係
者
の
請
求
に
よ
る
場
合
ま
た
は
「
予
防
ま
た
は
保
安
」
を
理
由
と
す
る
場
合
を
定
め
る
。
こ
の
場
合
、
決
定
の
権
限
は
施
設
長
に
あ
る
。
受
刑
者
を
隔
離
す
る
決
定
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
に
よ
り
、
非
懲
戒
的
処
分
だ
と
性
質
決
定
さ
れ
て
い
る
。
第
Ｄ
二
八
三－
二
条
は
、
「
隔
離
は
懲
戒
で
は
な
く
、
対
象
と
さ
れ
る
受
刑
者
は
、
通
常
の
拘
禁
制
度
に
服
す
」
と
規
定
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
隔
離
の
発
動
は
、
通
常
の
拘
禁
制
度
に
つ
い
て
受
刑
者
に
適
用
さ
れ
る
規
則
に
従
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
隔
離
は
内
部
的
措
置
に
あ
た
り
、
こ
の
た
め
、
判
例
は
、
隔
離
が
裁
判
所
で
の
争
訟
の
対
象
と
な
り
え
な
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
隔
離
に
は
「
拘
禁
条
件
を
悪
化
さ
せ
る
効
果
は
な
く
」、
懲
戒
的
制
裁
に
類
似
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
こ
か
ら
、
隔
離
は
「
性
質
上
、
対
象
者
の
法
的
状
況
に
影
響
す
る
も
の
で
は
な
い
」（
例
え
ばC
ons.
d
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）。
　
隔
離
は
、
拘
禁
条
件
を
悪
化
さ
せ
る
効
果
は
な
く
、
性
質
上
、
対
象
者
の
法
的
状
況
に
影
響
し
え
な
い
措
置
で
あ
る
と
伝
統
的
に
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
で
も
、
学
説
は
こ
ぞ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
結
論
は
隔
離
の
深
刻
な
実
態
を
誤
解
し
て
い
る
と
し
て
批
判
し
続
け
た
。
実
際
に
、
隔
離
と
そ
の
帰
結
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
の
認
め
る
諸
原
則
と
か
な
り
異
な
る
。
隔
離
に
付
さ
れ
た
受
刑
者
に
は
、
拘
禁
に
共
通
す
る
条
件
が
維
持
さ
れ
る
保
障
は
な
い
。
実
際
に
、
こ
れ
ら
の
受
刑
者
は
、
労
働
・
教
育
・
職
業
教
育
お
よ
び
余
暇
活
動
の
す
べ
て
の
可
能
性
を
失
う
。
こ
の
よ
う
な
孤
立
は
、
こ
の
処
分
に
内
在
す
る
性
質
上
、
不
可
避
で
あ
る
が
、
空
間
の
あ
ま
り
な
い
小
さ
な
中
庭
を
歩
く
こ
と
で
、
孤
独
は
し
ば
し
ば
増
幅
さ
れ
る
。
隔
離
期
間
も
ま
た
、
批
判
さ
れ
て
い
る
。
長
期
間
の
隔
離
の
効
果
が
有
害
で
あ
る
こ
と
は
争
い
得
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
受
刑
者
は
数
ヶ
月
な
い
し
数
年
の
間
、
隔
離
処
分
に
服
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
の
下
で
、
隔
離
が
そ
れ
を
受
け
る
者
の
拘
禁
条
件
に
影
響
し
な
い
と
認
め
る
の
は
困
難
で
あ
る
。 
　
一
九
九
五
年
二
月
一
七
日
の
マ
リ
判
決
以
来
、
今
日
完
全
に
定
着
し
て
い
る
判
例
に
よ
れ
ば
、
行
政
裁
判
所
裁
判
官
は
、
行
刑
組
織
お
よ
び
行
刑
機
関
に
関
す
る
処
分
が
非
難
で
あ
り
う
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
性
質
か
ら
、
司
法
裁
判
系
統
が
改
正
さ
れ
た
現
在
で
は
、
隔
離
処
分
に
つ
い
て
司
法
裁
判
所
に
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
隔
離
が
実
際
一
八
一
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
刑
罰
執
行
法
の
最
近
の
展
開
：
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
お
よ
び
国
際
法
の
影
響
（
岡
上
）
に
ど
の
よ
う
な
性
質
か
を
決
定
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
処
分
に
付
さ
れ
た
受
刑
者
が
体
験
し
た
状
況
の
現
状
を
評
価
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
行
刑
法
は
、
法
文
上
認
め
ら
れ
る
諸
原
則
と
そ
れ
に
基
づ
く
実
務
と
の
間
に
深
遠
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
刑
務
所
で
と
く
に
顕
著
な
こ
の
事
実
は
、
も
は
や
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
行
刑
現
場
の
こ
の
特
殊
性
は
、
最
近
の
判
例
に
よ
っ
て
適
切
に
考
慮
さ
れ
た
。
隔
離
決
定
の
重
大
さ
と
い
う
同
じ
評
価
基
準
を
維
持
し
な
が
ら
、
パ
リ
控
訴
院
は
、
二
〇
〇
二
年
一
一
月
五
日
の 
ラ
ム
リ
判
決
と
は
ま
っ
た
く
逆
に
、「
意
思
に
反
し
た
被
拘
禁
者
の
隔
離
は
、
内
部
的
措
置
で
は
な
く
、
非
難
的
決
定
で
あ
り
、
権
力
の
行
き
す
ぎ
に
つ
い
て
争
訟
の
対
象
と
な
り
う
る
」
と
結
論
づ
け
た
。
こ
の
判
例
変
更
は
、
同
じ
事
案
で
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
が
原
因
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
（C
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）。
そ
の
後
、
こ
の
判
例
変
更
は
、
行
刑
機
関
に
一
連
の
影
響
を
与
え
た
。
と
く
に
、
行
刑
機
関
は
、
受
刑
者
を
強
制
的
に
隔
離
す
る
た
め
、
対
審
手
続
を
開
始
し
、
防
禦
権
―
―
と
り
わ
け
弁
護
人
に
よ
る
援
助
を
受
け
る
権
利
―
―
を
尊
重
し
、
決
定
に
理
由
を
付
す
る
こ
と
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
　
Ⅱ
． 
刑
罰
適
用
法
　
刑
罰
適
用
法
は
、
行
刑
法
と
同
様
に
、
こ
こ
数
年
前
ま
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
に
対
す
る
保
障
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
を
特
徴
と
し
て
い
た
。
実
際
、
刑
罰
適
用
判
事
に
よ
っ
て
採
ら
れ
る
措
置
は
、
一
九
七
八
年
九
月
二
二
日
の
法
律
以
来
、
司
法
行
政
措 
だ
と
性
質
決
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
内
部
秩
序
の
行
政
措
置
と
同
じ
く
扱
わ
れ
た
。
こ
の
性
質
か
ら
、
そ
れ
は
受
刑
者
に
対
す
る
非
難
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
は
、
次
第
に
、
多
く
の
決
定
が
行
政
管
轄
に
属
さ
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
（
一
九
九
八
年
五
月
一
八
日
の
ド
リ
ュ
エ
ル
判
決
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
刑
の
減
軽
の
領
域
に
お
け
る
一
九
九
〇
年
一
一
月
九
日
の
テ
ロ
ン
判
決
、
仮
釈
放
に
関
す
る
一
九
九
四
年
一
一
月
四
日
の
コ
ル
ブ
判
決
、
外
出
許
可
に
関
す
る
二
〇
〇
一
年
二
月
九
日
の
マ
ル
ボ
判
決
）。
こ
の
判
例
か
ら
、
刑
罰
適
用
判
事
の
決
定
す
べ
て
は
司
法
裁
判
官
の
管
轄
に
由
来
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
　
二
〇
〇
〇
年
六
月
一
五
日
の
法
律
ま
で
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
三
三－
一
条
は
、
共
和
国
検
事
の
み
が
刑
の
変
更
の
決
定
に
対
す
る
争
訟
を
提
起
し
う
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
。
判
例
は
、
受
刑
者
に
は
せ
い
ぜ
い
、
共
和
国
検
事
が
上
訴
を
行
っ
た
場
合
に
、
破
毀
し
う
る
権
利
を
認
め
る
程
度
だ
っ
た
。
疑
い
な
く
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
当
事
者
間
の
武
器
対
等
を
損
な
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
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）
に
よ
り
一
般
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
４
）置
一
八
二
筑
波
法
政
第
四
十
四
号
（
二
〇
〇
八
）
　
二
〇
〇
〇
年
六
月
一
五
日
の
法
律
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
に
従
う
方
向
で
刑
罰
適
用
法
を
変
え
る
糸
口
と
な
っ
た
。
こ
の
法
律
は
、
仮
釈
放
の
付
与
の
領
域
で
〔
行
政
庁
と
し
て
の
〕
司
法
省
の
管
轄
を
終
了
さ
せ
、
刑
罰
適
用
判
事
の
採
る
一
定
の
措
置
（
施
設
外
処
遇
、
半
自
由
…
）
を
司
法
裁
判
所
に
訴
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。
　
仮
釈
放
に
つ
い
て
、
一
〇
年
以
下
の
自
由
剥
奪
刑
の
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
に
対
し
て
ま
た
は
残
刑
の
拘
禁
期
間
が
三
年
以
下
で
あ
る
と
き
は
、
仮
釈
放
の
許
可
・
延
期
・
却
下
ま
た
は
取
消
し
は
、
刑
罰
適
用
判
事
の
管
轄
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
刑
訴
法
第
七
三
〇
条
）。
刑
罰
適
用
判
事
は
、
評
議
部
で
ま
た
は
ま
さ
に
当
該
行
刑
施
設
に
お
い
て
対
審
的
審
理
の
後
に
裁
決
す
る
。
そ
の
際
、
施
設
長
の
意
見
を
求
め
た
後
に
、
検
察
の
請
求
と
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
の
意
見
を
聴
取
す
る
。
　
法
律
は
、
仮
釈
放
地
方
裁
判
所
を
創
設
し
た
。
こ
れ
は
、
刑
罰
適
用
判
事
の
管
轄
に
属
し
な
い
仮
釈
放
、
つ
ま
り
一
〇
年
を
越
え
る
刑
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
に
か
か
わ
る
措
置
お
よ
び
残
刑
の
拘
禁
期
間
が
三
年
を
超
え
る
場
合
に
つ
い
て
審
理
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
。
こ
の
裁
判
所
は
、
司
法
官
の
み
か
ら
構
成
さ
れ
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
か
ら
も
共
和
国
検
事
か
ら
も
提
訴
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
、
対
審
的
審
理
の
後
、
理
由
を
付
し
た
決
定
に
よ
り
裁
決
す
る
。
対
審
的
審
理
の
際
に
、
裁
判
所
は
、
検
察
の
請
求
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
の
意
見
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
弁
護
人
の
意
見
を
聴
取
す
る
（
刑
訴
法
第
七
二
二－
一
条
）。
上
訴
は
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
も
検
察
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
　
こ
の
対
審
手
続
は
、
施
設
外
処
遇
、
半
自
由
お
よ
び
電
子
監
視
の
措
置
に
も
行
わ
れ
る
。
こ
の
措
置
が
司
法
的
性
質
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
　
二
〇
〇
〇
年
六
月
一
五
日
の
法
律
は
、
仮
釈
放
全
国
裁
判
所
も
創
設
し
た
。
こ
れ
は
、
仮
釈
放
地
方
裁
判
所
に
よ
る
判
決
に
対
し
て
な
さ
れ
た
上
訴
を
受
け
る
任
務
を
負
う
。
司
法
権
に
仮
釈
放
の
過
程
を
委
ね
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
五
条
違
反
を
理
由
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
で
敗
訴
を
受
け
る
リ
ス
ク
が
遠
の
く
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
大
英
帝
国
は
、
仮
釈
放
の
領
域
で
何
度
か
敗
訴
の
判
定
を
受
け
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
明
ら
か
に
、
受
刑
者
の
主
張
が
、
そ
の
釈
放
を
命
じ
る
権
限
を
も
つ
機
関
ま
た
は
適
切
な
司
法
上
の
保
証
を
伴
っ
た
手
続
を
行
う
機
関
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
受
け
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
あ
る
（
例
え
ば
、C
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H
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）。
　
病
者
の
権
利
に
関
す
る
二
〇
〇
二
年
三
月
四
日
の
法
律
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
二
〇－
一－
一
条
の
中
に
、
医
学
的
理
由
か
ら
受
刑
者
の
釈
放
を
早
め
る
新
た
な
措
置
を
創
設
し
た
。
刑
種
や
刑
期
と
は
独
立
し
て
、
刑
罰
適
用
判
事
ま
た
は
仮
釈
放
地
方
裁
判
所
は
、
有
罪
判
決
の
停
止
を
言
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。
仮
釈
放
と
ま
っ
た
く
同
様
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
轄
権
限
は
、
宣
告
刑
の
期
間
と
残
刑
の
期
間
に
応
じ
て
決
せ
ら
れ
る
（
自
由
剥
奪
刑
が
一
〇
年
以
下
の
期
間
で
あ
る
と
き
、
ま
た
一
八
三
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
刑
罰
執
行
法
の
最
近
の
展
開
：
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
お
よ
び
国
際
法
の
影
響
（
岡
上
）
は
、
本
来
の
宣
告
刑
の
期
間
と
は
独
立
し
て
、
拘
禁
の
残
刑
が
三
年
未
満
の
と
き
に
は
、
刑
罰
適
用
判
事
の
管
轄
で
あ
り
、
刑
が
こ
れ
ら
の
年
数
を
超
え
る
と
き
は
、
仮
釈
放
全
国
裁
判
所
の
管
轄
と
な
る
）。
　
刑
の
執
行
停
止
手
続
は
、
未
成
年
者
に
適
用
さ
れ
る
、
裁
判
所
に
よ
る
執
行
停
止
手
続
に
お
い
て
同
様
の
も
の
が
作
ら
れ
た
（
対
審
的
審
理
、
理
由
を
付
し
た
決
定
、
上
訴
）。
し
か
し
な
が
ら
、
医
学
的
理
由
に
よ
る
刑
の
執
行
停
止
を
言
渡
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
が
「
余
命
の
予
後
に
関
す
る
病
理
学
か
ら
見
て
、
病
に
侵
さ
れ
」
ま
た
は
「
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
の
健
康
状
態
が
拘
禁
の
維
持
と
継
続
的
に
両
立
し
え
な
い
」
こ
と
を
、
二
人
の
独
立
し
た
医
学
鑑
定
人
が
一
致
し
て
証
明
し
た
場
合
に
限
ら
れ
る
。
　
医
学
的
理
由
に
よ
る
刑
の
執
行
停
止
は
、
今
日
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
第
三
条
を
遵
守
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
下
さ
れ
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
の
二
つ
の
判
決
が
そ
れ
を
保
障
し
う
る
。
古
く
か
ら
、
自
由
を
剥
奪
さ
れ
た
者
の
健
康
が
自
由
剥
奪
刑
の
執
行
態
様
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
要
因
を
成
す
と
い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
き
た
。
実
際
、
被
拘
禁
者
の
健
康
は
、
と
く
に
医
学
的
治
療
機
関
に
よ
り
守
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
　
伝
統
的
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
判
例
か
ら
、
二
つ
の
特
別
な
義
務
が
国
内
の
行
刑
機
関
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
受
刑
者
は
、
刑
務
所
に
お
い
て
治
療
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
一
つ
は
、
必
要
な
場
合
に
行
刑
機
関
は
受
刑
者
を
入
院
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
〇
二
年
三
月
四
日
の
法
律
よ
り
も
前
の
事
実
に
つ
い
て
だ
が
、
二
〇
〇
一
年
六
月
七
日
の
パ
ポ
ン
対
フ
ラ
ン
ス
判
決
か
ら
以
上
の
よ
う
な
結
論
に
な
る
。
判
決
は
、
人
権
条
約
第
三
条
違
反
は
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
義
務
が
遵
守
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
当
該
受
刑
者
は
、
行
刑
施
設
で
適
切
な
手
当
て
を
受
け
て
い
た
し
、
必
要
と
考
え
ら
れ
た
場
合
に
は
、
入
院
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
　
そ
の
後
の
判
決
に
お
い
て
（C
ED
H
M
ouisel
c/
 
  
 
  
   
  
  
France
      ,
14
nov.
 
       
2002
    
）、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
は
、
病
気
の
受
刑
者
の
権
利
保
護
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
要
求
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
二
つ
の
伝
統
的
な
要
求
の
他
に
、
同
裁
判
所
は
、
一
方
で
は
、
受
刑
者
の
健
康
状
態
か
ら
「
特
別
な
措
置
」
を
採
る
義
務
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
入
院
が
問
題
と
な
る
が
、
ま
た
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
病
者
が
、
「
と
く
に
夜
間
に
、
目
を
配
ら
れ
監
視
の
下
に
置
か
れ
る
他
の
措
置
」
も
問
題
と
な
り
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
た
な
義
務
が
国
に
も
課
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
病
気
の
受
刑
者
に
対
す
る
、
刑
務
所
や
病
院
と
は
別
の
解
決
を
選
択
し
う
る
可
能
性
（
た
と
え
必
ず
し
も
生
命
の
予
後
が
明
確
で
な
い
と
し
て
も
、
非
常
に
高
齢
も
し
く
は
病
気
ま
た
は
そ
の
両
方
で
あ
る
受
刑
者
に
対
し
、
刑
の
停
止
、
電
子
監
視
、
監
視
付
き
住
居
ま
た
は
施
設
で
の
収
容
）
を
整
備
す
る
と
い
う
義
務
で
あ
る
。
　
他
方
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
は
、
係
争
中
の
事
実
が
、
病
気
の
受
刑
者
に
対
す
る
刑
の
執
行
停
止
手
続
を
創
設
し
た
二
〇
〇
二
年
三
月
一
八
四
筑
波
法
政
第
四
十
四
号
（
二
〇
〇
八
）
四
日
の
法
律
が
施
行
さ
れ
る
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
。
こ
の
法
律
以
前
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性
は
、
条
件
を
満
た
し
た
場
合
に
の
み
申
請
者
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
仮
釈
放
請
求
お
よ
び
共
和
国
大
統
領
へ
の
医
学
的
理
由
に
よ
る
恩
赦
の
請
願
だ
け
で
あ
っ
た
と
判
示
し
た
。
二
〇
〇
二
年
三
月
四
日
の
こ
の
法
律
以
降
は
、
受
刑
者
の
た
め
の
請
願
権
を
含
む
特
別
の
釈
放
手
続
が
存
在
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
請
願
権
は
、
こ
の
ム
イ
セ
ル
判
決
以
来
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
　
二
〇
〇
四
年
三
月
九
日
の
法
律
い
わ
ゆ
る
ペ
ル
バ
ン
第
二
法
律
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
の
課
す
諸
原
則
の
統
合
を
強
調
す
る
。
受
刑
者
は
、
ま
っ
た
く
独
立
し
て
当
事
者
と
な
り
、
そ
の
者
に
関
す
る
措
置
す
べ
て
に
対
し
上
訴
と
い
う
手
段
で
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
の
法
律
は
、
仮
釈
放
地
方
裁
判
所
と
仮
釈
放
全
国
裁
判
所
を
廃
止
し
、
刑
罰
適
用
裁
判
所
を
創
設
し
た
。
こ
れ
は
、
刑
罰
適
用
判
事
と
共
に
、
第
一
審
裁
判
所
で
あ
る
。
第
二
審
で
管
轄
を
も
つ
の
は
、
破
毀
院
刑
罰
適
用
部
で
あ
る
。
　
今
後
、
二
〇
〇
〇
年
に
司
法
化
さ
れ
た
措
置
は
、
明
示
的
に
「
決
定
」（
例
え
ば
、
仮
釈
放
、
施
設
外
処
遇
…
）
と
性
質
決
定
さ
れ
る
一
方
で
、
司
法
化
さ
れ
て
い
な
い
他
の
措
置
（
刑
の
減
軽
、
同
伴
付
外
出
、
外
出
許
可
）
は
、「
命
令
」
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
の
性
質
に
応
じ
て
、
上
訴
手
続
が
次
の
よ
う
に
異
な
る
。
　
前
者
は
、
そ
の
通
知
後
一
〇
日
以
内
に
刑
罰
適
用
部
へ
上
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
訴
は
、
刑
罰
適
用
部
に
よ
り
審
査
さ
れ
、
原
則
と
し
て
受
刑
者
が
出
席
す
る
こ
と
な
く
、
対
審
的
審
理
の
後
に
理
由
を
付
し
た
判
決
で
裁
決
さ
れ
る
。
裁
判
所
は
、
検
察
の
請
求
と
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
の
弁
護
人
の
意
見
を
聴
取
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
所
が
異
な
る
や
り
方
で
決
定
を
下
す
場
合
は
、
被
拘
禁
者
も
聴
取
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
（
刑
訴
法
第
七
一
二－
一
三
条
）。
　
後
者
は
、
そ
の
通
知
後
二
四
時
間
の
期
間
内
に
上
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
訴
は
、
刑
罰
適
用
部
部
長
に
よ
り
審
査
さ
れ
る
。
刑
罰
適
用
部
部
長
は
、
検
察
官
の
書
面
に
よ
る
意
見
お
よ
び
有
罪
判
決
を
受
け
た
者
ま
た
は
そ
の
弁
護
人
の
意
見
に
つ
い
て
理
由
を
付
し
た
命
令
に
よ
り
裁
決
す
る
（
刑
訴
法
第
七
一
二－
一
二
条
）。
　
刑
罰
適
用
部
部
長
は
、
刑
罰
適
用
判
事
ま
た
は
刑
罰
適
用
裁
判
所
の
決
定
結
果
に
対
し
て
行
わ
れ
た
上
訴
を
審
査
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
管
轄
を
も
つ
。
例
え
ば
、
裁
判
所
の
措
置
（
仮
釈
放
、
施
設
外
処
遇
、
刑
の
分
割
お
よ
び
執
行
停
止
、
半
自
由
、
電
子
監
視
、
保
安
期
間
の
延
長
）
を
修
正
し
若
し
く
は
修
正
を
拒
否
す
る
決
定
に
対
す
る
上
訴
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
措
置
か
ら
生
じ
る
義
務
は
、
刑
罰
適
用
部
部
長
の
下
で
形
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
刑
訴
法
第
七
一
二－
一
一
条
お
よ
び
第
七
一
二－
一
二
条
）。
こ
の
よ
う
な
解
決
は
、
理
由
を
付
し
た
刑
罰
適
用
判
事
の
命
令
だ
け
で
、
こ
れ
ら
の
措
置
お
よ
び
そ
こ
か
ら
生
じ
る
義
務
を
修
正
し
ま
た
は
修
正
を
拒
否
す
る
の
に
十
分
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
説
明
さ
れ
る
。
一
八
五
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
刑
罰
執
行
法
の
最
近
の
展
開
：
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
お
よ
び
国
際
法
の
影
響
（
岡
上
）
　
締
め
く
く
り
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
刑
罰
執
行
法
の
展
開
に
対
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
影
響
が
明
ら
か
だ
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
一
九
九
〇
年
代
初
頭
以
来
、
拷
問
禁
止
委
員
会
の
役
割
が
潜
在
的
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
私
に
は
重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
拘
禁
に
関
連
す
る
諸
問
題
に
対
す
る
予
防
的
か
つ
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
拷
問
禁
止
委
員
会
に
信
頼
性
を
与
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
は
次
第
に
頻
繁
に
同
委
員
会
の
報
告
書
を
参
照
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
裁
判
所
の
判
例
は
、
今
世
紀
初
頭
以
来
、
た
っ
た
数
年
で
、
考
え
方
の
指
針
を
与
え
る
生
き
た
端
緒
と
な
っ
た
。
行
刑
規
則
に
関
し
て
は
、
二
〇
〇
六
年
に
そ
れ
が
現
実
化
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
裁
判
所
は
将
来
的
に
だ
ん
だ
ん
と
そ
こ
か
ら
着
想
を
得
て
ゆ
く
だ
ろ
う
。
　
今
後
、〔
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
の
他
に
〕
国
際
法
も
こ
の
影
響
を
共
に
及
ぼ
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
二
〇
〇
二
年
一
二
月
一
八
日
、
国
連
総
会
は
、
一
九
八
七
年
六
月
二
六
日
施
行
の
「
拷
問
及
び
残
虐
、
非
人
道
的
又
は
品
位
の
な
い
刑
罰
又
は
処
遇
禁
止
」
条
約
に
関
連
す
る
随
意
議
定
書
を
採
択
し
た
。
こ
の
随
意
議
定
書
は
、
そ
れ
を
批
准
し
た
国
々
が
「
下
位
委
員
会
」
に
刑
務
所
の
監
査
を
行
わ
せ
る
よ
う
に
義
務
付
け
る
。「
下
位
委
員
会
」
の
業
務
態
様
お
よ
び
権
限
は
、
拷
問
禁
止
委
員
会
に
類
似
す
る
。
さ
ら
に
、
批
准
国
は
、
同
議
定
書
に
加
盟
し
て
一
年
以
内
に
、
刑
務
所
を
監
査
す
る
国
内
機
構
を
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
国
内
監
査
機
関
は
、
必
ず
い
く
つ
か
の
権
限
を
付
与
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
自
由
を
剥
奪
さ
れ
た
者
の
状
況
の
定
期
的
審
査
、
勧
告
を
行
う
権
限
）、
不
可
侵
の
権
利
（
拘
禁
場
、
処
遇
、
そ
の
拘
禁
条
件
に
関
す
る
す
べ
て
の
情
報
の
獲
得
、
す
べ
て
の
場
所
へ
の
立
入
り
、
立
入
り
場
所
の
選
択
の
自
由
、
個
人
的
に
か
つ
第
三
者
の
立
会
い
な
く
す
べ
て
の
人
と
話
を
す
る
権
利
）
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
〇
カ
国
が
、
拷
問
の
抑
止
に
関
す
る
追
加
議
定
書
に
批
准
し
た
。
国
連
の
下
位
委
員
会
は
、
配
置
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
り
、
二
〇
〇
七
年
二
月
に
第
一
回
会
合
が
開
か
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
二
〇
〇
六
年
末
以
来
、
国
内
の
刑
務
所
の
監
査
が
次
第
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
共
和
国
斡
旋 
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。「
拷
問
及
び
残
虐
、
非
人
道
的
又
は
品
位
の
な
い
刑
罰
又
は
処
遇
禁
止
」
条
約
に
関
す
る
随
意
議
定
書
の
批
准
を
妨
げ
る
も
の
は
も
は
や
何
も
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
と
国
際
法
の
お
か
げ
で
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
刑
務
所
に
お
け
る
人
権
を
よ
り
よ
く
尊
重
す
る
方
向
に
動
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
〔
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（
５
）員
一
八
六
筑
波
法
政
第
四
十
四
号
（
二
〇
〇
八
）
directeurs
d
     
  
 
 
’
une
réform
e,
     
 
  Actualité
Juridique
Péna
   
   
 
   
 
   
   l  ,2004,p.385.
 
      
   
〔
訳
注
〕　
山
口
俊
夫
編
『
フ
ラ
ン
ス
法
辞
典
』（
二
〇
〇
二
年
）
を
下
に
加
筆
・
抜
粋
し
た
。
（
１
）m
esure
d
 
 
    
 
 
’
ordere
intérieur
 
  
   
    
行
政
部
局
内
部
の
日
常
生
活
に
関
す
る
細
部
的
措
置
で
、
恒
常
的
な
判
例
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
越
権
訴
訟
は
受
理
さ
れ
な
い
。
（
２
）com
m
isaire
du
gouvernem
ent
 
   
 
 
    
  
     
  
   
行
政
機
関
に
お
い
て
、
係
争
事
案
に
つ
き
、
中
立
的
見
地
か
ら
、
結
論
、
評
価
お
よ
び
見
解
を
述
べ
る
こ
と
を
職
務
と
す
る
当
該
裁
判
機
関
構
成
員
。
例
え
ば
、
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
で
は
、
調
査
官
ま
た
は
傍
聴
官
の
中
か
ら
任
命
さ
れ
る
が
、
そ
の
呼
称
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
や
関
係
行
政
機
関
の
見
解
を
代
表
す
る
も
の
で
は
な
い
。
（
３
）recours
hiérarchique
 
 
    
 
 
 
 
  
  
行
政
不
服
申
立
の
一
種
で
、
対
象
の
措
置
を
採
っ
た
行
政
機
関
の
上
級
機
関
に
対
す
る
異
議
申
立
を
い
う
。⇔
recoursgracieux
      
 
 
  
  
（
非
訟
的
異
議
申
立
・
対
象
の
措
置
を
採
っ
た
行
政
機
関
へ
の
異
議
申
立
）
（
４
）m
esure
d
 
 
    
 
 
’
adm
inistration
judiciaire
  
 
 
         
 
  
裁
判
機
関
の
運
営
に
関
す
る
非
裁
判
的
措
置
。
（
５
）m
ediateurde
la
R
épublic
 
 
   
 
       
      
市
民
か
ら
国
、
公
共
団
体
、
公
施
設
お
よ
び
す
べ
て
の
公
役
務
遂
行
機
関
の
運
営
に
対
す
る
請
願
を
受
け
る
。
請
願
は
国
会
議
員
の
仲
介
を
経
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
斡
旋
員
は
、
特
定
の
事
件
に
つ
き
行
政
機
関
の
態
度
の
再
考
を
促
し
、
行
政
上
の
取
り
扱
い
原
則
や
実
務
処
理
に
つ
い
て
そ
の
改
善
を
求
め
て
「
勧
告
」、
さ
ら
に
は
「
提
案
」
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
人
文
社
会
科
学
研
究
科
准
教
授
）
一
八
七
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
刑
罰
執
行
法
の
最
近
の
展
開
：
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
お
よ
び
国
際
法
の
影
響
（
岡
上
）
